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第 

十 

二 
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台
市
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費
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助
成
に
関
す
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定
に
よ
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ま
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仙
台
市
子
ど
も
の

医
療
費

の
助
成

に
関
す
る

条
例 

（

目

的

） 

第

一

条 
こ

の

条

例

は

、

子

ど

も

に

係

る

医

療

費

の

一

部

を

助

成

す

る

こ

と

に

よ

り

、

子

ど

も

の

健

康

の

保

持

及

び

そ

の

家

庭

生

活

の

安

定

に

寄

与

し

、

も

っ

て

市

民

福

祉

の

増

進

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

（

定

義

） 

第

二

条 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

社

会

保

険

各

法

」

と

は

、

次

に

掲

げ

る

法

律

を

い

う

。 

 

一 

健

康

保

険

法

（

大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

号

） 

 

二 

船

員

保

険

法

（

昭

和

十

四

年

法

律

第

七

十

三

号

） 

 

三 

私

立

学

校

教

職

員

共

済

法

（

昭

和

二

十

八

年

法

律

第

二

百

四

十

五

号

） 

 

四 

国

家

公

務

員

共

済

組

合

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

百

二

十

八

号

） 

 

五 

地

方

公

務

員

等

共

済

組

合

法

（

昭

和

三

十

七

年

法

律

第

百

五

十

二

号

） 

２ 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

子

ど

も

」

と

は

、

社

会

保

険

各

法

の

規

定

に

よ

る

被

扶

養

者

又

は

国

民

健

康

保

険

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

百

九

十

二

号

）

第

五

条

若

し

く

は

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

る

被

保

険

者

で

出

生

か

ら

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

一

条

に

規

定

す

る

中

学

校

、

中

等

教

育

学

校

の

前

期

課

程

、

特

別

支

援

学

校

の

中

学

部

又

は

こ

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

中

学

校

等

」

と

い

う

。

）

を

卒

業

す

る

日

又

は

修

了

す

る

日

の

属

す

る

月

の

末

日

（

中

学

校

等

を

卒

業

す

る

日

又

は

修

了

す

る

日

の

属

す

る

月

の

末

日

に

入

院

し

て

い

る

場

合

で

、

当

該

入

院

が

同

日

以

後

継

続

す

る

と

き

は

、

当

該

入

院

が

終

了

し

た

日

。

た

だ

し

、

当

該

卒

業

す

る

日

若

し

く

は

修

了

す

る

日

の

属

す

る

月

の

末

日

又

は

当

該

入

院

が

終

了

し

た

日

が

、

十

八

歳

に

達

す

る

日

の

属

す

る

月

の

末

日

を

経

過

す

る

と

き

は

、

十

八

歳

に

達

す

る

日

の

属

す

る

月

の

末

日

）

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の

を

い

う

。 

３ 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

児

童

」

と

は

、

子

ど

も

の

う

ち

出

生

か

ら

六

歳

に

達

す

る

日

の

属

す

る

年

度

の

末

日

ま

で

の

間

に

あ

る

人

以

外

の

も

の

を

い

う

。 

４ 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

保

護

者

」

と

は

、

親

権

を

行

う

人

、

後

見

人

そ

の

他

の

人

で

子

ど

も

を

現

に

監

護

し

て

い

る

も

の

を

い

う

。 

（

助

成

を

受

け

る

資

格

） 

第

三

条 

こ

の

条

例

に

よ

り

医

療

費

の

助

成

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

人

は

、

保

護

者

で

あ

っ

て

そ

の

人

又

は

そ

の

人

の

監

護

す

る

子

ど

も

が

市

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

と

す

る

。 

２ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

人

は

、

助

成

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

一 

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号

）

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

被

保

護 

者 

 

二 

中

国

残

留

邦

人

等

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

及

び

永

住

帰

国

後

の

自

立

の

支

援

に

関

す

る

法

律

（

平

成

六

年

法

律

第

三

十

号

）

第

十

四

条

第

一

項

の

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

人

（

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

同

条

第

一

項

の

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

人

を

含

む

。

）

又

は

中

国

残

留

邦

人

等

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

及

び

永

住

帰

国

後

の

自

立

の

支

援

に

関

す

る

法

律

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

十

九

年

法

律

第

百

二

十

七

号

）

附

則

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

人 

（

受

給

資

格

の

登

録

等

） 

第

四

条 

医

療

費

の

助

成

を

受

け

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

あ

ら

か

じ

め

市

長

に

申

請

し

、

そ

の

助

成

を

受

け

る

資

格

に

つ

い

て

登

録

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

市

長

は

、

前

項

の

登

録

を

し

た

と

き

は

、

当

該

登

録

を

受

け

た

人

に

対

し

、

受

給

者

証

を

交

付

す

る

。 

（

医

療

費

の

助

成

） 

第

五

条 

医

療

費

の

助

成

の

対

象

と

す

る

人

（

以

下

「

対

象

者

」

と

い

う

。

）

は

、

子

ど

も

と

す

る

。 

 



２ 

市

長

は

、

対

象

者

の

疾

病

又

は

負

傷

に

つ

い

て

社

会

保

険

各

法

又

は

国

民

健

康

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

医

療

に

関

す

る

給

付

（

入

院

時

食

事

療

養

費

を

除

く

。

）

が

行

わ

れ

た

場

合

に

お

け

る

医

療

費

の

額

の

う

ち

、

当

該

医

療

費

の

額

か

ら

当

該

医

療

に

関

す

る

給

付

の

額

（

当

該

疾

病

又

は

負

傷

に

つ

い

て

附

加

給

付

等

が

あ

っ

た

場

合

は

、

そ

の

額

を

加

算

し

た

額

）

を

控

除

し

た

額

（

対

象

者

が

児

童

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

入

院

に

係

る

も

の

に

限

る

。

）

を

保

護

者

に

助

成

す

る

。 

 

（

助

成

の

停

止

） 

第

六

条 

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

子

ど

も

の

保

護

者

の

前

々

年

の

所

得

の

額

（

児

童

手

当

法

施

行

令

（

昭

和

四

十

六

年

政

令

第

二

百

八

十

一

号

）

第

二

条

及

び

第

三

条

の

規

定

の

例

に

よ

り

計

算

し

た

所

得

の

額

を

い

う

。

）

が

、

そ

の

人

に

所

得

税

法

（

昭

和

四

十

年

法

律

第

三

十

三

号

）

に

規

定

す

る

控

除

対

象

配

偶

者

及

び

扶

養

親

族

（

以

下

「

扶

養

親

族

等

」

と

い

う

。

）

が

な

い

と

き

は

五

百

三

十

二

万

円

、

扶

養

親

族

等

が

あ

る

と

き

は

五

百

三

十

二

万

円

に

当

該

扶

養

親

族

等

一

人

に

つ

き

三

十

八

万

円

（

当

該

扶

養

親

族

等

が

所

得

税

法

に

規

定

す

る

老

人

控

除

対

象

配

偶

者

又

は

老

人

扶

養

親

族

で

あ

る

と

き

は

当

該

老

人

控

除

対

象

配

偶

者

又

は

老

人

扶

養

親

族

一

人

に

つ

き

四

十

四

万

円

）

を

加

算

し

た

額

以

上

で

あ

る

と

き

は

、

当

該

子

ど

も

に

係

る

医

療

費

の

助

成

を

停

止

す

る

。

た

だ

し

、

市

長

が

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

（

受

給

者

証

の

提

示

） 

第

七

条 

第

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

た

人
（

以

下
「

受

給

者

」
と

い

う

。
）

は

、

対

象

者

が

社

会

保

険

各

法

又

は

国

民

健

康

保

険

法

に

基

づ

く

病

院

、

診

療

所

又

は

薬

局

（

次

条

に

お

い

て

「

保

険

医

療

機

関

等

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

医

療

を

受

け

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

受

給

者

証

を

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

市

長

が

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

 

（

助

成

の

方

法

） 

第

八

条 

医

療

費

の

助

成

は

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

助

成

す

る

額

を

保

険

医

療

機

関

等

に

支

払

う

こ

と

に

よ

り

行

う

。

た

だ

し

、

市

長

が

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

当

該

受

給

者

に

支

払

う

こ

と

に

よ

り

助

成

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

（

届

出

義

務

） 

第

九

条 

受

給

者

は

、

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

申

請

し

た

事

項

に

変

更

が

生

じ

た

と

き

は

、

そ

の

旨

を

速

や

か

に

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

受

給

者

は

、

毎

年

市

長

が

指

定

す

る

日

ま

で

に

、

前

年

の

所

得

の

状

況

並

び

に

扶

養

親

族

等

の

有

無

及

び

数

等

を

市

長

が

必

要

と

認

め

る

書

類

を

添

え

て

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

市

長

が

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

（

受

給

者

証

の

返

還

等

） 

第

十

条 

受

給

者

は

、

助

成

を

受

け

る

資

格

を

喪

失

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

そ

の

旨

を

市

長

に

届

け

出

る

と

と

も

に

受

給

者

証

を

市

長

に

返

還

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

第

三

者

の

行

為

に

よ

る

被

害

の

届

出

） 

第

十

一

条 

受

給

者

は

、

医

療

費

の

助

成

の

事

由

が

第

三

者

の

行

為

に

よ

っ

て

生

じ

た

も

の

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

事

実

、

当

該

第

三

者

の

氏

名

及

び

住

所

又

は

居

所

（

氏

名

又

は

住

所

若

し

く

は

居

所

が

明

ら

か

で

な

い

と

き

は

、

そ

の

旨

）

並

び

に

被

害

の

状

況

を

直

ち

に

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

損

害

賠

償

と

の

調

整

） 

第

十

二

条 

市

長

は

、

受

給

者

若

し

く

は

対

象

者

又

は

こ

れ

ら

の

人

で

あ

っ

た

人

が

対

象

者

に

係

る

疾

病

又

は

負

傷

に

関

し

損

害

賠

償

を

受

け

た

と

き

は

、

そ

の

価

額

の

限

度

に

お

い

て

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

た

額

の

全

部

若

し

く

は

一

部

を

支

給

せ

ず

、

又

は

既

に

助

成

し

た

額

の

全

部

若

し

く

は

一

部

を

返

還

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

譲

渡

又

は

担

保

の

禁

止

） 

第

十

三

条 

こ

の

条

例

に

よ

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

る

権

利

は

、

譲

渡

し

、

又

は

担

保

に

供

し

て

は

な

ら

な

い

。 

（

助

成

額

の

返

還

） 



第

十

四

条 

市

長

は

、

偽

り

そ

の

他

不

正

の

行

為

に

よ

っ

て

、

こ

の

条

例

に

よ

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

た

人

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

人

か

ら

当

該

助

成

を

受

け

た

額

の

全

部

又

は

一

部

を

返

還

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

委

任

） 

第

十

五

条 
こ

の

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

市

長

が

定

め

る

。 

附 

則 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

三

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

理 

由 

子

ど

も

の

健

康

の

保

持

及

び

そ

の

家

庭

生

活

の

安

定

に

寄

与

し

、

も

っ

て

市

民

福

祉

の

増

進

を

図

る

た

め

、

新

た

に

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

。

こ

れ

が

、

こ

の

条

例

案

を

提

出

す

る

理

由

で

あ

る

。 
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